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　少子高齢化による人口減少が進む中、平成27年度策定の「設楽町人口ビジョン」においては、2060年に人口

3,000人の維持を目指しており、毎年10世帯の子育て世帯移住者の確保を「設楽町総合戦略」の政策目標として

掲げています。

　併せて、今住んでいる町民が将来に渡って安心して暮らし続けることができるよう、また、定住人口の増加を

目指して、道路網の整備促進をはじめとする生活環境や交通環境の整備を図ります。

4「安全で快適な暮らしやすいまちづくり」

　子どもから高齢者、障がい者、これを支える家族のみんなが、住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、子

育て支援サービス、医療・介護サービス、障害福祉サービス、健康づくり支援などを充実させ、地域住民がお

互いに支え合う地域づくりを進めます。

5「支えあいと助けあいによる安心福祉のまちづくり」

　時代とともに急速に変化する町民の「学び」に関する環境とニーズに対応し、町民の皆が、豊かな人間性をは

ぐくみ、まちの未来を担う人材として活躍することができるよう、「学び」環境の構築や機会づくりを進めます。

6「人とまちの未来を育む教育文化のまちづくり」

　これからのまちづくりは、多様な地域組織の活性化と連携、移住・定住対策による担い手の増加、人権尊重

や協働の意識づくりを図っていく必要があります。

　そのためには、行政・議会だけでなく、住民や事業者などと一緒に全員協働の視点で取り組んでいくことが

求められます。

　深刻な人口減少にありながらも、町自体が恒久的に存続していくため、引き続き、目標人口を見据え、地域

組織とともに行財政改革を推進し、自治体としての基礎体力の強化を図ります。

1「みんなが主役の全員協働のまちづくり」

　設楽町は、総面積の約９割を森林が占め、豊川、矢作川、天竜川の水源地である「緑と水」に恵まれたまちで

す。

　この恵まれた自然環境は、生物多様性をもたらし、住民だけでなく町を訪れる人々へもやすらぎや憩いの場

を与えています。

　自然環境の保全や活用のさまざまな取り組みを通じて、豊かな自然と共生しつつ、設楽町の魅力的な資源と

してＰＲするとともに活用していきます。

2「森と水が活きる環境共生のまちづくり」

　設楽町は、農業、林業、水産業のほか、宿場町として商工業も発展してきた歴史があります。

　これらの地域産業を取り巻く環境は、時代の変化と少子高齢化や人口減少により厳しい状況となっています

が、今後の町の産業振興のために、地域産業の活力を引き出し観光施策と連携させ、町全体の魅力と活力の増

進を図ります。

3「地域産業の魅力と活力あふれるにぎわいのまちづくり」

　総合計画のまちづくりの６つの行動指針に沿って、 令和２年度のおもな事業を説明します。

■人口減少を抑制し、若者層の移住定住を促進します 55,758千円：企画ダム対策課（移住定住推進室）

■山村過疎対策などの企画調整を行い地域振興を進めます 24,702千円：企画ダム対策課　ほか

■公会計・公共施設等総合管理事業を進めます 5,088千円：財政課

■設楽ダム対策事業に関係する地域整備の推進や生活再建者対策を進めます 27,571千円：企画ダム対策課

■衛生関連施策の実施により、地域環境の保全に努めます 31,742千円：生活課

■森林の水源涵養などの多面的機能の維持発揮、地場産業の発展のため林業振興を図ります 199,879千円：産業課

■経営の基盤安定や起業への支援を通じて、商工業の振興を図ります 48,003千円：産業課

■地域と一体となった観光まちづくりを進めることより、交流人口の拡大を図り地域の活性化へと繋

　げます 8,434千円：産業課

■東海自然歩道管理業務を受託し、観光資源として活用します 4,884千円：産業課

■まちの魅力を体感できる場として、観光施設の整備充実を進めることにより交流人口の拡大を図り

　ます 74,416千円：産業課

■ふるさと納税のＰＲを強化し、地元産業の活性化につなげます 3,430千円：財政課

■総合教育会議を通じて、全町一丸となって教育行政を進めていきます 150,653千円　教育課

■５つの小学校の教育環境を整えます 16,739千円　教育課

■２つの中学校の教育環境を整えます 65,484千円　教育課

■生涯学習講座・生涯スポーツの推進を目指し、町民の学ぶ機会を設けます 3,337千円　教育課

■町民の文化芸術に触れる機会を増やし、文化活動の振興を図ります 3,112千円　教育課

■町民の学びの場として、図書館を運営します 5,375千円　教育課

■令和３年度春オープンをめざし、新しい奥三河郷土館建設を進めます 608,322千円　教育課

■町民の健康づくりや運動の習慣づけを行うとともに、保健体育施設の維持管理を行います 49,051千円　教育課

■田口共同調理場、津具共同調理場において安心安全な給食を提供します 51,588千円　教育課

■つぐグリーンプラザを適正に管理し、教育と文化の振興と健康の増進を図ります 11,811千円　管理課

■町民の生活の安定と福祉の増進を図ります 95,419千円　町民課

■障害のある方が自立し平等に生活できるよう、町民がともに支え合うまちづくりを目指します 146,819千円　町民課

■高齢者が安心して元気に暮らせるまちを目指します 37,601千円　町民課

■介護保険について東三河広域連合と協働して運営します 180,726千円　町民課

■家庭での生活が困難な方が安心して生活できるよう、老人福祉施設やすらぎの里を適正に運営します 81,636千円　町民課

■通所者の自立した日常生活と社会との交流促進のため、地域活動支援センターを適正に運営します

 7,800千円　したら保健福祉センター

■子育てに優しく、子育てが楽しい町づくりをめざします 45,776千円　町民課

■保育所の適正な運営を図り、多様なニーズに即した質の高い保育を提供します 126,114千円　町民課

■住民協働により、健康なまちづくりを目指します 33,884千円　したら保健福祉センター

■県と協同して国民健康保険を運営します 538,807千円　町民課

■後期高齢者医療保険について、県広域連合と連携して安定的な運営に努めます 203,403千円　町民課

■つぐ診療所の円滑な運営を図ります 92,792千円　つぐ診療所

■北設楽郡３町村が連携して地域公共交通対策に取り組みます 19,293千円　企画ダム対策課

■老朽化した清崎斎苑・津具斎苑の代替施設として、新斎苑の建設を進めます 476,681千円　生活課

■農道・農業用施設を整備します 68,642千円　建設課

■森林整備の基幹となる林道の整備を進めます 252,087千円　建設課

■ライフラインとしての道路・橋りょう・道路施設の舗装などメンテナンスを行います 179,436千円　建設課

■日常を支える町道を整備します 259,051千円　建設課

■河川を適正に維持管理します 18,708千円　建設課

■安全で快適な町営住宅を確保します 23,751千円　建設課

■常備消防事業について、新城市消防本部で広域的に行われています 207,727千円　総務課（消防防災室）

■消防団の活動を充実させ、町民の生命・身体・財産を火災などから保護します 25,599千円　総務課（消防防災室）

■消防・防災施設を充実します 30,658千円　総務課（消防防災室）

■風水害・地震などの災害による被害を軽減させるため、防災事業を推進します 5,465千円　総務課（消防防災室）

■強靭・安全・持続可能な水道施設を構築します 910,062千円　生活課

■公共下水道事業の円滑かつ適正な執行を図ります 582,081千円　生活課

■農業集落排水事業の円滑な運営を図ります 215,778千円　生活課

■町営バス事業の円滑な運営を図ります 37,329千円　生活課

■交通安全に関する啓発活動・通学路整備を実施します 9,365千円　総務課　ほか

■地域のみなさんの生活の質を保証し、利用しやすい交通手段の確保を図ります 37,552千円　企画ダム対策課　ほか

初　予　算　初　予　算　の　の　概　要概　要初　予　算　初　予　算　の　の　概　要概　要初　予　算　の　概　要

■道の駅の整備と運営を行います 　228,742千円：産業課

令　和　令　和　２　年　度　当年　度　当令　和　令　和　２　年　度　当年　度　当令　和　２　年　度　当
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項　　　目 説　　　　　　　　　　明 Ｒ ２ 当 初
 個人・法人町民税、固定資産税、軽自動車税など町に納町　　　　　　税  5億9,062万円 める税金
 すべての地方公共団体が一定の活動水準を維持できるよ地 方 交 付 税  24億4,084万円 う国から交付される資金
町　　　　　　債 資金調達のための借入金、過疎対策事業債など 13億3,714万円
国 庫 支 出 金 特定の事業に充てるための国から交付される資金 2億 612万円
県 　 支 　 出 　 金 特定の事業に充てるための県から交付される資金 14億3,935万円
諸 　 　 収 　 　 入 貸付金、事業受託、講座受講料などの諸収入 3億7,629万円
地方消費税交付金 消費税10％のうち一定割合が県から交付される 1億2,060万円
分 担 金 と 負 担 金 公共事業により利益を受ける人が納めるもの 7,146万円
 地方譲与税、使用料及び手数料、環境性能割交付金、繰
そ 　 の 　 ほ 　 か  4億1,608万円 越金、寄付金、繰入金など
　合　　　　計  69億9,850万円
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　１　10年後の予算規模を意識した事務事業の更なる精査、再構築

　２　経費を削減しつつ住民サービスの向上を図る事務執行の見直し

を目指して、具体的には次の点に重点をおいて予算を編成しました。

１　今後の財政見通しを勘案すれば全ての事業の継続実施は不可能であり、限られた財源の中で住民の要望に

応えていくため安易な前例踏襲をすることなく、事業内容を今一度見直すとともに、ニーズ（必要性）とウォ

ンツ（願望）の違いを整理し、事業実施の妥当性を見極めること。

　　また、事業創設と事業廃止は、車の両輪の関係であり、地区懇談会、審議会等各種会議等における住民意

見を踏まえて再構築を進めること。

２　「第２次設楽町総合計画（2017〜2026）」の分野別行動指針における目標指標の達成に向けた施策展開を進

めること。

３　全課共通の課題として、人口減少の進行を少しでも緩やかにするため、移住・定住施策の推進のほか、町

独自の地方創生に資する施策を検討すること。

４　町単独での解決が困難な課題については、近隣市町村との広域連携を模索すること。

５　特別会計について、適正な受益者負担の確保を図り、収支の均衡に努めること。

６　各種基金からの取崩し及び積立については、現住民への責務としての施策実施及び将来負担に対する備え

の認識のもと適切に執行すること。

７　当初予算は、いわば役場業務の１年間の設計書であることを踏まえ、年度途中の安易な補正予算の計上を

避けるためにも、一層、政策の熟度を上げるよう努めること。

■令和２年度当初予算編成の基本的な考え方

令和２年度

令和元年度

0 20 40 60 80 100億円

　一　般　会　計

　特　別　会　計

 国民健康保険特別会計

 後期高齢者医療保険特別会計

 簡易水道特別会計

 公共下水道特別会計

 農業集落排水特別会計

 町営バス特別会計

 つぐ診療所特別会計

 田口財産区特別会計

 段嶺財産区特別会計

 名倉財産区特別会計

 津具財産区特別会計

 　　　 合　　　　　　　　計

 69億9,850万円 70億7,084万円 △7,234万円 △1.0%

 25億8,631万円 24億8,343万円 1億 288万円 4.1%

 5億3,681万円 5億4,260万円 △579万円 △1.1%

 2億 340万円 2億1,276万円 △936万円 △4.4%

 9億1,006万円 9億9,546万円 △8,540万円 △8.6%

 5億8,208万円 3億9,723万円 1億8,485万円 46.5%

 2億1,578万円 1億9,213万円 2,365万円 12.3%

 3,773万円 3,772万円 △39万円 △1.0%

 9,279万円 9,629万円 △350万円 △3.6%

 73万円 150万円 △76万円 △51.0%

 78万円 127万円 △49万円 △38.6%

 34万円 34万円 0万円 0.0%

 621万円 614万円 7万円 1.1%

 95億8,481万円 95億5,427万円 3,054万円 0.3%

会　　　計　　　名
Ｒ ２ 当 初

Ａ
Ｒ １ 当 初

Ｂ
比　　　較

Ａ−Ｂ
伸び率

(A−B)/B

・普通交付税は、基準財政需要額（必要経費）の中で、

幼児教育無償化に係る経費が見込まれることなど

により、令和元年決定額と比較し、1,212万円の増

加を見込みました。

・町債は、設楽斎苑（仮称）建設事業（過疎債：4億

5,360万円）、情報ネットワーク設備更改事業（過疎

債：1億6,350万円）、歴史民俗資料館（仮称）建設事

業（過疎債：1億1,750万円）などの大型事業への充

当を予定しているため、3,846万円増加しました。

・歳出−歳入の財源不足を補うため、繰入金として

財政調整基金（貯金）を1億126万円取り崩すことと

しました。

・総務費は、北設広域事務組合負担金（情報ネット

ワーク設備更改事業）（1憶6,352万円）などにより、

1億1,652万円増加しました。

・衛生費は、簡易水道特別会計繰出金（2億75万円：

前年比1億7,676万円減少）などにより、1億3,732万

円減少しました。

・消防費は、行政防災無線デジタル化工事（2億2,946

万円）の終了などにより、2億4,581万円減少しまし

た。

・教育費は、歴史民俗資料館（仮称）建設事業（6億

832万円）により、Ｒ１同様に高水準で推移してい

ます。

項　　　目 説　　　　　　　　　　明 Ｒ ２ 当 初
議 　 　 会 　 　 費 町議会議員の議会活動に関する経費 6,680万円
 庁舎の管理や電算システムの保守など役場の全般的な事務、総 　 　 務 　 　 費  10億3,506万円 移住定住施策等に関する経費
民 　 　 生 　 　 費 子どもや高齢者、障害者などの福祉施策に関する経費 9億 86万円
衛 　 　 生 　 　 費 保健衛生、環境保全、ごみ処理などに関する経費 10億4,369万円
農 林 水 産 業 費 農業や林業の振興、農道・林道の開設などに関する経費 9億7,626万円
商 　 　 工 　 　 費 商工業や観光の振興などに関する経費 1億3,574万円
土 　 　 木 　 　 費 町道の維持・改良、町営住宅の維持管理などに関する経費 9億7,107万円
消 　 　 防 　 　 費 消防（消防団含む）や防災対策などに関する経費 2億6,945万円
教 　 　 育 　 　 費 小中学校の管理運営、生涯学習などに関する経費 10億6,302万円
公 　 　 債 　 　 費 町が借入した資金（町債）の元金と利子の返済金 5億 938万円
そ 　 の 　 ほ 　 か  災害によって生じた被害の復旧経費や予備費など 2,265万円
　合　　　　計  69億9,850万円

・消費的経費のうち補助費などは、北設広域事務組

合負担金（情報ネットワーク設備更改事業）1億6,352

万円などの増額により、1億3,440万円増加しまし

た。

・投資的経費の普通建設事業費は、行政防災無線デ

ジタル化工事（2億2,946万円）の終了などにより、

1億1,985万円減少しました。

比　較Ｒ ２ 当 初 Ｒ １ 当 初
 人　　件　　費 8億6,519万円 8億6,216万円 303万円
 扶　　助　　費 2億9,884万円 2億2,654万円 7,230万円
義務的経費
 公　　債　　費 5億 938万円 5億1,674万円 △736万円
  16億7,340万円 16億 544万円 6,796万円
 物　　件　　費 10億1,039万円 11億2,823万円 △1億1,784万円
 維 持 補 修 費 1億 952万円 1億 228万円 7,246万円
消費的経費
 補　助　費　等 11億8,610万円 10億5,170万円 1億3,440万円
  23億 602万円 22億8,221万円 2,381万円
 普通建設事業費 19億8,768万円 21億 754万円 △1億1,985万円
投資的経費 災害復旧事業費 453万円 453万円 −
  19億9,221万円 21億1,206万円 △1億1,985万円
 積　　立　　金 2,944万円 2,111万円 832万円
 貸　　付　　金 1,960万円 3,424万円 △1,464万円
そ の ほ か 繰　　出　　金 9億6,783万円 10億 577万円 △3,794万円
 予　　備　　費 1,000万円 1,000万円 −
  10億2,687万円 10億7,113万円 △4,426万円
　　　合　　　　　計 69億9,850万円 70億7,084万円 △7,234万円

25

20

15

10

5

0

令和２年度 令和元年度
(億円)

人
件

費

扶
助

費

公
債

費

物
件

費

維
持

補
修

費

補
助

費
な

ど

普
通

建
設

事
業

費

災
害

復
旧

事
業

費

そ
の

ほ
か

会計別集計1

歳入の概要（一般会計）2

歳出目的別集計（一般会計）3

歳出性質別集計（一般会計）4

一般会計 特別会計

地方交付税
(34.9%)

町債
(19.1%)

県支出金
(20.6%)

分担金と
負担金
(1.0%)

地方消費税
交付金
(1.7%)

そのほか(5.9%) 町税
(8.4%)

諸収入
(5.4%)

国庫支出金
(2.9%)

Ｒ２構成比

Ｒ２構成比

総務費
(14.8%)

民生費
(12.9%)

衛生費
 14.9%)農林水

産業費
(13.9%)

土木費
(13.9%)

公債費
(7.3%)

そのほか(0.4%)

教育費
(15.2%)

消防費
(3.9%)

商工費(1.9%)

議会費
(1.0%)

Ｒ２構成比

人件費
(12.4%)

公債費
(7.3%)

物件費
 (14.4%)

維持補修費
(1.6%)

普通建設
事業費
(28.4%)

そのほか
(14.7%)

災害復旧事業費
(0.1%)

補助費
など

(16.9%)

扶助費
(4.3%)
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栄
　
　
町
　
　
鈴
　
木
　
　
　
修

本
　
　
町
　
　
伊
　
藤
　
公
　
一

清
　
　
崎
　
　
金
　
田
　
泰
　
幸

小
　
　
塩
　
　
丸
　
山
　
秀
　
章

荒
　
　
尾
　
　
夏
　
目
　
守
　
人

和
　
　
市
　
　
原
　
田
　
直
　
幸

小
　
　
松
　
　
横
　
山
　
康
　
博

長
　
　
江
　
　
遠
　
山
　
秀
　
樹

松
　
　
戸
　
　
原
　
田
　
新
　
一

萩
　
　
平
　
　
丸
　
山
　
　
　
均

太

田

口
　
　
福
　
澤
　
育
　
也

田
　
　
内
　
　
後
　
藤
　
　
　
誠

田
　
　
峯
　
　
七
　
原
　
明
　
郎

三

都

橋
　
　
平
　
松
　
博
　
久

豊
　
　
邦
　
　
小
　
川
　
信
　
二

裏
　
　
谷
　
　
古
　
田
　
安
　
夫

沖
　
　
駒
　
　
森
　
下
　
浩
　
伸

清
　
　
水
　
　
後
　
藤
　
博
　
幸

川
　
　
口
　
　
柏
　
野
　
　
　
進

貝

津

田
　
　
原
　
田
　
潤
一
郎

湯
　
　
谷
　
　
金
　
田
　
昭
　
典

大
　
　
平
　
　
金
　
田
　
好
　
司

東
　
　
部
　
　
後
　
藤
　
義
　
一

南
　　
　
　
塚
　
田
　
良
　
二

神
　
　
田
　
　
近
　
藤
　
　
　
肇

平
　
　
山
　
　
氏
　
原
　
麻
　
夫

津

具

１
　
　
村
　
松
　
範
　
久

津

具

２
　
　
佐
々
木
　
清
　
司

津

具

３
　
　
佐
々
木
　
友
　
次

津

具

４
　
　
瀧
　
元
　
光
　
男

津

具

５
　
　
三
　
城
　
　
　
勇

津

具

６
　
　
村
　
松
　
與
　
也

団
　
　
長
　
　
伊
　
藤
　
章
　
吾

副

団

長
　
　
正
　
木
　
英
　
登

〃
　　
　
　
小
　
林
　
哲
　
也

〃
　　
　
　
後
　
藤
　
佑
　
介

〃
　　
　
　
山
　
口
　
真
　
里

〃
　　
　
　
伊
　
藤
　
隆
　
敏

名
倉
分
団
長
　
　
伊
　
藤
　
　
　
潤

︵
同
副
︶
　
　
加
　
藤
　
武
　
志

〃
　　
　
　
東
　
野
　
真
　
史

田
口
分
団
長
　
　
加
　
藤
　
大
　
将

︵
同
副
︶
　
　
夏
　
目
　
悠
　
登

〃
　　
　
　
髙　
橋
　
優
　
介

〃
　　
　
　
伊
　
奈
　
　
　
晋

清
嶺
分
団
長
　
　
成
　
沢
　
雄
　
太

︵
同
副
︶
　
　
熊
　
谷
　
英
　
紀

〃
　　
　
　
柳
　
瀬
　
　
　
敦

津
具
分
団
長
　
　
松
　
下
　
拓
　
矢

︵
同
副
︶
　
　
園
　
原
　
　
　
真

〃
　　
　
　
山
　
崎
　
大
　
介

☆
新
規
採
用

　
企
画
ダ
ム
対
策
課
　
主
事
補

遠
　
藤
　
　
　
晃

　
教
育
委
員
会
︵
出
向
︶　
主
事
補

佐
　
竹
　
照
　
代

　
町
民
課
　
主
事
補

牧
　
野
　
拡
　
基

　
産
業
課
　
主
事
補

村
　
松
　
祐
　
輔

　
教
育
委
員
会
︵
出
向
︶　
調
理
員

河
　
辺
　
智
　
美

☆
異
　
動
　
︵
　
︶は
前
職

◇
生
活
課
長 

金
　
田
　
敬
　
司

︵
建
設
課
長
︶

◇
企
画
ダ
ム
対
策
課
長久

保
田
　
美
智
雄

︵
生
活
課
長
︶

◇
建
設
課
長
　
　
　
佐
々
木
　
智
　
則

︵
議
会
事
務
局
︵
出
向
︶事
務
局
長
︶

◇
議
会
事
務
局
︵
出
向
︶事
務
局
長

村
　
松
　
浩
　
文

︵
総
務
課
課
長
補
佐
︶

令
和
２
年
度

区
長
・
消
防
・
役
場
の
異
動

行
政
区
長

行
政
区
長

行
政
区
長

︵
敬
称
略
︶

消
防
団
役
員

消
防
団
役
員

消
防
団
役
員

︵
敬
称
略
︶

役
場
の
異
動

役
場
の
異
動

役
場
の
異
動



広報したら／令和２年５月号 No.1747

トピックニューストピックニューストピックニュース
　令和２年度から毎月、町内施設の紹介と季節のたよりなどをお届けしていきます。

つぐ高原グリーンパークホームページ

http://www.green-park.net/

　４月〜11月の休日は、名古屋・西三河方面から多くのキャンプ宿泊客や道の駅を利用される方がいら

っしゃいます。

　グリーンパークでは町内でのイベントや催事等のチラシ・ポスターを施設内の「観光案内所」にてＰＲ

させていただきます。ぜひご利用ください。また、施設内での出店および出品販売、イベント利用も随

時受付中です。お気軽にご相談ください。

　設楽町では、合併処理浄化槽設置費（処理人槽により補助額が異なります）のみに対して補助

を行っておりましたが、令和２年度より、合併処理浄化槽設置に伴う宅内配管工事費（浄化槽への

流入管、ます、放流先までの放流管設置費の実費または10万円のいずれか低い金額）、既設単独

処理浄化槽や汲み取り便槽の撤去費（実費または９万円のいずれか低い金額）の補助も行います。

　詳細につきましては、生活課へお問い合わせください。

　つぐ高原グリーンパークのホームページを

リニューアルしました。グリーンパークの魅

力を見やすく分かりやすく伝える内容となっ

ております。是非ご覧ください。

問い合わせ先 つぐ高原グリーンパーク総合案内所（津具字東山2-156）

☎（８３）２３４４　受付／時間９時〜17時（木曜定休・7、8月無休営業）

生活課　☎（６２）０５２２問い合わせ先

役場産業課からの

合併処理浄化槽設置費の補助制度変更

　つぐ高原グリーンパーク（キャンプ場・道の駅）
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工

業

統

計

調

査

　

工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４
人
以

上
の
す
べ
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に

６
月
１
日
(土)
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け

る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な
調
査
で
、

統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基

幹
統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
、
国
と
地
域
行
政
施
策

の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ

れ
ま
す
。

　

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外︵
税
の
資
料

な
ど
︶に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
ダ
ム
対
策
課

　

☎︵
６
２
︶０
５
１
４

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

国
土
交
通
省
設
楽
ダ
ム
工
事
事
務
所

で
は
、
設
楽
ダ
ム
建
設
を
進
め
る
上
で
、

河
川
管
理
の
強
化
と
河
川
愛
護
を
推
進

し
、
さ
ら
に
流
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ

ん
と
の
連
携
強
化
を
進
め
る
た
め
、
設
楽

町
内
の
豊
川
流
域
に
お
住
ま
い
の
方
々

を
対
象
に
、
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

○
活
動
内
容

河
川
を
観
察
し
、
河
川
状
況
や
河
川

環
境
な
ど
、
河
川
愛
護
に
関
す
る
内

容
に
つ
い
て
電
話
な
ど
に
よ
り
通
報
・

連
絡
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

○
活
動
範
囲

設
楽
町
内
の
豊
川
、
鹿
島
川
、
境
川

○
任
期

令
和
２
年
７
月
１
日
(水)
〜

　
　

令
和
３
年
６
月
30
日
(水)

○
募
集
人
員　

２
名

○
謝
金

　

月
額
４
千
円
程
度︵
予
定
︶

○
応
募
資
格

活
動
範
囲
近
隣
に
お
住
ま
い
の
年
齢

20
歳
以
上
で
、
河
川
に
接
す
る
機
会

が
多
く
河
川
愛
護
に
関
心
の
あ
る
方

○
応
募
方
法

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募

　

②
応
募
用
紙
を
問
い
合
わ
せ
先
へ
請
求

○
応
募
期
間

　

５
月
15
日
(金)
必
着

○
問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省
設
楽
ダ
ム
工
事
事
務
所

調
査
課

　

☎︵
６
２
︶１
２
９
２

流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ　
　

一
斉
調
査
の
参
加
者
募
集

　

河
川
や
た
め
池
な
ど
身
近
な
水
環
境

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
県
民

の
方
々
を
対
象
に
県
内
全
域
で﹁
流
域
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
一
斉
調
査
﹂を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
参
加
者
の
五
感
に
よ

り
水
の
色
や
に
お
い
な
ど
を
評
価
す
る

も
の
で
、
ど
な
た
で
も
簡
単
に
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
２
年
度
の
調
査
の
参

加
者︵
グ
ル
ー
プ
︶を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

○
対
象

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す︵
小
学
生

以
下
の
方
は
、
保
護
者
の
方
と
一
緒

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
︶。

○
調
査
時
期

６
月
５
日
(金)
︵
環
境
の
日
︶
〜
９
月
末

　

︵
注
︶期
間
内
に
調
査
が
で
き
な
い
場

　

合
は
、
調
査
日
を
変
更
で
き
ま
す
。

○
調
査
内
容

身
近
な
水
辺
︵
川
や
た
め
池
、
湖
、
水

　

路
、
海
辺
な
ど
︶で﹁
水
の
き
れ
い
さ
﹂、

﹁
水
の
量
﹂
、﹁
生
態
系
﹂、﹁
水
辺
の
よ

う
す
﹂を
調
べ
、
所
定
の
調
査
票
に
て

報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

○
募
集
期
間

　

５
月
１
日
(金)
〜
29
日
(金)

○
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
課

　

☎︵
６
２
︶０
５
２
２

子
育
て
で
気
に
な
る
こ
と
の

あ
る
方
へ
の
早
期
教
育
相
談

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
乳
幼
児

︵
０
歳
以
上
︶
か
ら
令
和
３
年
度
に
新
一

年
生
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん︵
６
歳
ま
で
︶

と
そ
の
保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
早

期
教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
子
育
て
で
気
に
な
る
こ
と
の
あ
る
方
、

お
子
さ
ん
の
就
学
に
つ
い
て
相
談
し
た

い
方
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
予
約
制
、
無
料
で
行
い
ま

す
。

○
日
時

　

７
月
28
日
(火)

　
　

13
時
30
分
〜
16
時

○
場
所

　

新
城
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

○
申
込
期
限

　

７
月
３
日
(金)

○
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会

　

☎︵
６
２
︶０
５
３
１

工業統計キャラクター
コウちゃん



9 広報したら／令和２年５月号 No.174

令
和
２
年
度　
　
　
　
　

特
別
支
援
学
校
体
験
入
学

　
愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度

に
入
学
予
定
で
障
害
を
有
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
、
特
別
支
援
学
校
の

様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の

と
お
り
特
別
支
援
学
校
の
体
験
入
学
を

実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
体
験
入
学
で
は
、
授
業
参
観
、

お
子
さ
ん
と
特
別
支
援
学
校
の
教
員
、

あ
る
い
は
お
子
さ
ん
と
特
別
支
援
学
校

に
在
籍
す
る
子
と
の
体
験
学
習
、
教
育

相
談
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
申
込

の
上
、
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
直
接
体
験
入
学
な
ど
を
希

望
す
る
学
校
へ
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
体
験
入
学
の
ほ
か
に
説
明

会
や
見
学
会
を
計
画
し
て
い
る
学
校
も

あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
学
校
へ
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◎
知
的
な
発
達
に
遅
れ
の
あ
る
子
を
対

　
象
と
し
た
特
別
支
援
学
校

●
豊
川
特
別
支
援
学
校

　
・
小
学
部

　
　
説
明
会
：
６
月
18
日
(木)

※

新
就
学
児
の
保
護
者
対
象

体
験
入
学
：
７
月
21
日
(火)
、
７
月

22
日
(水)

　
・
中
学
部

　
　
説
明
会
：
６
月
19
日
(金)

※

小
学
生
の
保
護
者
対
象

　
　
体
験
入
学
：
７
月
27
日
(月)

○
問
い
合
わ
せ
先

　
☎
０
５
３
３︵
８
８
︶２
５
５
３

●
豊
橋
特
別
支
援
学
校
山
嶺
教
室

　
・
高
等
部

　
　
体
験
入
学
：
８
月
24
日
(月)

※

中
学
校
在
籍
生
徒
保
護
者
と
学

校
関
係
者
対
象

○
問
い
合
わ
せ
先

　
☎︵
６
２
︶０
７
２
２

◎
手
足
の
不
自
由
な
子
を
対
象
と
し
た

　
特
別
支
援
学
校

●
豊
橋
特
別
支
援
学
校

　
・
小
学
部
・
中
学
部

体
験
入
学
：
６
月
５
日
(金)
、
９
月

24
日
(木)

　
・
高
等
部

　
　
進
学
説
明
会
：
６
月
４
日
(木)

※
中
学
校
在
籍
生
徒
保
護
者
と
学

校
関
係
者
対
象

○
問
い
合
わ
せ
先

　
☎
０
５
３
２︵
６
１
︶８
１
１
８

自
動
車
税
種
別
割
の　
　

　
　

納
税
を
お
忘
れ
な
く

　
６
月
１
日
(月)
は
、
自
動
車
税
種
別
割

︵
旧
：
自
動
車
税
︶の
納
期
限
で
す
。

　
４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
お
持
ち

の
方
に
対
し
、
４
月
30
日
(木)
に
県
税
事

務
所
か
ら
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

の
で
、
お
近
く
の
県
税
事
務
所
、
金
融

機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

で
自
動
車
税
種
別
割
を
納
め
て
く
だ
さ

い︵
納
付
場
所
は
、
納
税
通
知
書
の
裏
面

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
︶。

　
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
を
利
用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

︵
決
済
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
︶や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ︵P

a
y
B

︶で
も
納

付
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
名
義
変
更
・
廃
車
な
ど
の
手

続
を
ほ
か
の
人
に
依
頼
し
た
自
動
車
の

納
税
通
知
書
が
届
い
た
場
合
は
、
そ
れ

ら
の
手
続
は
３
月
末
日
ま
で
に
行
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

依
頼
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
転
居
な
ど
に
よ
り
納
税
通
知

書
が
届
か
な
い
と
き
は
、
管
轄
の
県
税

事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
愛
知
県
東
三
河
県
税
事
務
所

　
☎
０
５
３
２
︵
３
５
︶６
１
３
０

︵
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
︶

軽
自
動
車
税
減
免
申
請
は

　
　
　
　
　
　

毎
年
必
要

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
あ
る
い
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
、

ま
た
は
交
付
を
受
け
て
い
る
方
と
生
計

を
一
緒
に
さ
れ
て
い
る
方
は
、
一
定
の

条
件
に
よ
り
軽
自
動
車
税︵
種
別
割
︶
を

減
免
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
昨
年
度
に
減
免
を
受
け
ら
れ
た
方
に

は
通
知
を
し
て
い
ま
す
が
、
初
め
て
手

帳
の
交
付
を
受
け
ら
れ
た
方
で
軽
自
動

車
税︵
種
別
割
︶の
減
免
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
申
請
が
必
要
で
す
の
で
財
政
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

障
害
の
内
容
な
ど
に
よ
り
減
免
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

手
帳
を
お
持
ち
の
方
一
人
に
つ
き
一

台
の
み
減
免
と
な
り
ま
す
。

※

自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

は
、
軽
自
動
車
税︵
種
別
割
︶の
減
免

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
財
政
課

　
☎︵
６
２
︶０
５
１
６

雇
用
保
険
の
給
付
を　
　

　
　
　
　

受
け
る
皆
様
へ

　
失
業
等
給
付
含
め
雇
用
保
険
の
各
種

申
請
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必

要
で
す
。

　
今
後
は
、
ほ
か
の
行
政
機
関
等
の
間

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
用
し
て
情
報
連

携
を
行
う
こ
と
で
、
皆
様
の
利
便
性
の

向
上
や
効
率
的
な
運
営
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
﹁
な
り
す
ま
し
防
止
﹂な
ど
の

た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
用
い
る
手
続

き
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い
て
は

番
号
や
身
元
確
認
を
厳
格
に
行
い
、
適

切
な
情
報
管
理
に
努
め
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
☎
０
５
３
６︵
２
２
︶１
１
６
０
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　令和元年度の卒業式・卒園式を、３月３日（火）に両中学校で、19日（木）に各小学校で、26日（木）

に各保育園で、それぞれ行いました。今年は新型コロナの影響で、例年より規模を縮小した式

典となりましたが、ご卒業・ご卒園おめでとうございます。４月からの

皆さんのさらなる飛躍を期待し

ています。

卒園式・卒業式

田口小学校 8名

清嶺小学校 2名

田峯小学校 3名

名倉小学校 9名

津具小学校 4名

小 学 校

名倉保育園 2名

清嶺保育園 3名

津具保育園 7名

田口宝保育園 14名

保 育 園

設楽中学校 17名

津具中学校 7名

中 学 校

田口小学校

令和元年度設楽町卓球大会

　２月16日（日）、田口小学校体育館で、第49回設楽町子

ども会卓球大会と令和元年度設楽町卓球大会を行いまし

た。結果は次のとおりです。

【設楽町子ども会卓球大会】

　優　勝：名倉Ａチーム　　　準優勝：太田口Ａチーム

　３　位：清嶺Ａチーム、清嶺Ｃチーム

（６子ども会、12チーム参加）

【設楽町卓球大会】

　優　勝：夏目　弘美・大久保日出世　組

　準優勝：後藤　湊太・正木登美夫　組 

（13名参加、敬称略）

設楽町功労者表彰受賞

　２月６日（木）に、設楽町役場で、熊谷勝さん（田峯）と伊藤幸

義さん（太田口）が設楽町功労者として表彰されました。おめで

とうございました。

○熊谷　勝　さん

　長年にわたり町議会議員として地方自

治の発展に多大な貢献をされた功績

○伊藤幸義　さん

　長年にわたり医師として地域医療に献

身的に取り組まれ保健医療福祉の発展に

多大な貢献をされた功績伊藤幸義　さん

熊谷　勝　さん
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有料広告

※財源確保を目的に有料広告を掲載しています。広告内容に関する一切の責任は広告主に帰属し、取扱商品などについては、町が必ずしも推奨するものではありません。
　内容については、直接広告主へお問い合わせください。

名古屋港木材倉庫は平成22年より山の資源である
「間伐材」を用いた事業を展開しはじめました
収集した木材は梱包材・パルプチップに再生利用
します
これからも山の資源の活用に尽力していきます。

名古屋港木材倉庫は平成22年より山の資源である
「間伐材」を用いた事業を展開しはじめました
収集した木材は梱包材・パルプチップに再生利用
します
これからも山の資源の活用に尽力していきます。

※詳しくはお電話にてお問い合わせください。名古屋港木材倉庫株式会社　☎052(611)0311
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集材担当：野間隆宏　☎090(3567)8858／現地連絡先：後藤　齊　☎090(4447)0288

個人山主の方個人山主の方
丸太の買取を
行いますいます

個人山主の方
丸太の買取を
行います

2020年
買取日：４月26日　５月10日　５月24日　６月７日
　　　　６月21日　７月５日　７月19日
　　　　　 (上記の指定日曜日だけ買取を行います)
時　間：９時～正午　13時～14時
場　所：北設楽郡設楽町東納庫字ムカイ山16番
　　　　㈱東海木材相互市場「サテライト名倉」内の
　　　　エコワールド名倉

（軽トラ搬入限定）
製材向け丸太：6,000円/トン
樹種：杉、桧、サワラ
※長さ2,300㎜
末口直径14㎝以上の直材

木材とは木の幹部分
（丸太）で枝葉根は買
い取りません。

チップ向け丸太：3,000円/トン
樹種：柿、イチョウ以外何でも
長さ１ｍ以上　
末口直径５㎝以上

※道路交通法上車両の長さの1/10を加えた長さまでしか
　積載できません。法令順守でお願いします。
　一部の軽トラックメーカーによっては2,270㎜までしか
　積載できません。その場合は2,270㎜でも購入します。

東三河消費生活設楽相談室からのお知らせ

★消費者ホットライン　℡１８８（いやや！）　※身近な消費生活相談窓口につながります。

■新型コロナウイルス　正確な情報をもとに冷静な対応を■
内　容

事例１
　突然自宅を訪問してきた業者から、「新型コロナウイルス流行拡大の影響で金の相場が上がることは間違い
ない。すぐに金を買う権利を申し込んだほうがいい」と勧誘された。（80歳代　男性）

事例２
　業者から「新型コロナウイルスの感染を防ぐために、行政からの委託で消毒に回っている」と電話があった。
翌日も同じ業者から電話があり「新型コロナウイルス感染防止の資料を持参したい」と言われた。（80歳代　女性）

アドバイス

○新型コロナウイルスに便乗した消費者トラブルの相談が寄せられています。
　行政から委託されたという業者などからの怪しい電話や訪問、心当たりのない送信元からの怪しいメール・
ＳＭＳなど、怪しい、おかしいと思うものには反応しないようにしましょう。
　少しでもおかしいと感じた場合や、トラブルに遭った場合は、早めにご相談ください（消費者ホットライン
188）。
　今後、新たな手口が現れる可能性があります。国民生活センターでは新型コロナウイルスに関連した情報
発信を行っています（「国民生活センター　コロナ」などで検索）。根拠のないうわさなどに混乱せずに、正確
な情報に基づいて冷静に対応することが大切です。

問い合わせ先　　　　　　　

東三河消費生活設楽相談室　毎月第２水曜日　10時〜15時
　　　　　　　　　　　☎（６２）０５２７
★上記期間以外
東三河消費生活総合センター　毎週月〜金曜日　９時〜16時30分

　　　　　　　　　　　☎０５３２（５１）２３０５

困った時は
スグ相談！

　興味のある方は是非見学に来てください。
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　望まない受動喫煙の防止を図るため、改正された健康増進法が2020年４月から全面施行され

ます。

〈３つの基本的な考え方〉

①「望まない受動喫煙」をなくすこと

②受動喫煙による健康影響が大きい子ども、患者、妊婦などに配慮すること

③施設の類型、場所ごとに対策をすること

　当センターでは、健康相談を随時実施しています。電話で予約をお願いします。

したら保健福祉センター　☎（６２）０９０１問い合わせ先

　世界禁煙デーにちなんで、受動喫煙防止や禁煙を推進するため、標語を募集します。

　健康で快適な環境のため、家族で一緒に考えてみませんか？

＜病院・学校・行政機関など＞

敷地内禁煙

＜飲 食 店＞

原則屋内禁煙
（喫煙専用室のみ喫煙可）

＜事業所・ホテル・
旅客運送事業船舶・鉄道・

その他すべての施設＞

原則屋内禁煙

2022020年、受動喫煙のない社受動喫煙のない社会をめざしをめざして2020年、受動喫煙のない社会をめざして

禁煙を始めたい方

健康保険で禁煙治療ができます（詳しく

は、日本禁煙学会を検索）。

また、したら保健福祉センターでは、

随時、禁煙相談を行っています。

※事前にご予約ください。

＜標語テーマ＞　たばこによる健康被害・たばこと環境などに関する標語
＜対　　　象＞　小学生以上の在勤在住の方
＜募 集 期 間＞　４月13日㈪～５月８日㈮
　　　　　　＊詳しくは、各戸配布のチラシをご覧ください。

禁煙・受動喫煙防止に関する標語募集

５月31日は世界禁煙デーです

　喫煙者が吸っている煙だけでなく、たばこから立ち

昇る煙や喫煙者が吐き出す煙にも、ニコチンやタール、

一酸化炭素など多くの有害物質が含まれています。

 受動喫煙により、子どもが呼吸器疾患や中耳炎、乳

幼児突然死症候群にかかりやすくなり、また、妊婦や

その周りの人の喫煙により、低体重児や早産のリスク

が高まります。周囲への配慮、喫煙マナーについて、

徹底しましょう。

マナーからルールへマナーからルールへマナーからルールへマナーからルールへマナーからルールへ
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田
口
高
校
か
ら

こ

ん

に

ち

は

　
卒

業

式

　
３
月
２
日
、
田
口
高
校
第
72
回
卒
業

証
書
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
た

め
に
、
今
年
度
の
卒
業
式
は
卒
業
生
、

教
職
員
、
保
護
者
だ
け
の
参
列
と
な
り

ま
し
た
。

　
普
通
科
卒
業
生︵
20
名
︶代
表
の
當
山

和
義
君︵
豊
根
中
出
身
︶と
林
業
科
卒
業

生︵
22
名
︶代
表
の
原
慎
吾
君︵
設
楽
中
出

身
︶に
、
山
脇
正
成
校
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業

生
代
表
の
土
屋
琳

さ
ん︵
林
業
科
、
津

具
中
出
身
︶は
答
辞

の
中
で
、
３
年
間

支
え
て
く
れ
た
方
々

へ
の
感
謝
の
気
持

ち
や
新
た
な
歩
み

へ
の
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

　
今
回
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
以
外
の
来
賓

の
祝
辞
や
在
校
生

代
表
の
送
辞
、
卒

業
の
歌
な
ど
を
や

む
を
得
ず
割
愛
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
田
口
高

校
な
ら
で
は
の
心

の
こ
も
っ
た
思
い

出
深
い
卒
業
式
と

な
り
ま
し
た
。

　最後のＨＲ（林業科）

卒業証書授与式

　最後のＨＲ（普通科） 答辞を読む土屋琳さん

設
　
楽

警
察
署

だ
よ
り

の
る
も
の
か
　
　
　
　

う
ま
い
話
と

　
　
　
　
く
ち
ぐ
る
ま

〜
　悪
質
商
法
か
ら
　
　
　

　
　
身
を
守
る
た
め
に
　〜

　﹁
絶
対
に
儲
か
り
ま
す
﹂な
ど
と
甘
い
言

葉
で
勧
誘
し
、
未
公
開
株
や
社
債
の
取
引

き
、
フ
ァ
ン
ド
へ
の
出
資
な
ど
の
名
目
で

高
額
な
金
を
振
り
込
ま
せ
、
配
当
が
な
い

ば
か
り
か
、
実
際
に
は
投
資
の
運
用
実
態

す
ら
な
い
と
い
っ
た
詐
欺
的
な
被
害
が
増

加
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
や
主
婦
を
狙
い
、
家
屋

の
屋
根
な
ど
の
点
検
を
口
実
に
不
要
な
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
高
額
で
行
う
点
検
商
法

や
、
不
用
品
回
収
を
謳
っ
て
訪
問
し
、
貴

金
属
な
ど
を
安
値
で
買
い
取
っ
て
い
く
訪

問
購
入
業
者
の
相
談
も
後
を
絶
た
な
い
状

況
で
す
。

　
警
察
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
協
力

を
得
な
が
ら
悪
質
事
犯
を
ど
ん
ど
ん
検
挙

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
悪
質
商
法
の
被
害
者
と
な
ら

な
い
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り

と
し
た
心
構
え
を
持
ち
、
も
し
業
者
か
ら

勧
誘
を
受
け
た
り
、
契
約
す
る
と
き
は
、

次
の
﹁
悪
質
商
法
撃
退
10
か
条
﹂を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

・
何
か
用
？
　
し
っ
か
り
聞
こ
う

　
　
身
分
と
用
件

・
お
か
し
い
と
　
思
っ
た
と
き
は

　
　
ド
ア
閉
め
て

・
も
う
か
り
ま
す
　
そ
ん
な
言
葉
に

　
　
ご
用
心

・
あ
や
し
い
ぞ
　
人
の
フ
ト
コ
ロ

　
　
聞
く
業
者

・
勇
気
出
し
　
は
っ
き
り
言
お
う

　
　
い
り
ま
せ
ん

・
し
つ
こ
い
な
　
そ
ん
な
相
手
は

　
　
１
１
０
番

・
迷
っ
た
ら
　
一
人
で
悩
ま
ず

　
　
ま
ず
相
談

・
サ
イ
ン
し
て
　
あ
と
で
し
ま
っ
た

　
　
も
う
遅
い

・
契
約
は
　
し
て
も
お
金
は
　
後
払
い

・
あ
な
た
で
す
！
　
自
分
の
財
産

　
　
守
る
の
は

　問
い
合
わ
せ
先
　
設
楽
警
察
署
　
☎
︵
６
２
︶０
１
１
０

■
優
良
運
転
者
講
習
の
方

…

更
新
手
続
き
の
日
に
、
警
察
署
内
で
講
習

　
受
講
後︵
30
分
程
度
︶交
付
さ
れ
ま
す
。

■
一
般
・
違
反
運
転
者
講
習
の
方

…

更
新
手
続
後
に
講
習
日
を
指
定
し
ま
す
の
で
、
そ
の
講

習
を
受
講
後
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

※

高
齢
者
運
転
者
講
習
が
お
済
み
の
方
は
、
更
新
手
続
き

の
日
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

免

許

更

新

の

案

内



　「設楽町省エネルギー及び再生可能エネル

ギー基本条例」の理念に基づき、持続可能な

社会づくりを目指しましょう。

※上記の品物を譲り受けたい方、譲りたい方は、企画ダム対策
　課へご連絡ください。また、設楽町ホームページに品物の写
　真を掲載していますので、そちらもご覧ください。

　　問い合わせ先　企画ダム対策課　☎（６２）０５１４

憲法記念日 みどりの日 こどもの日 振替休日

乳幼児相談
（つぐ）
住民健診（田峯）

東三河消費生活
相談室
予防接種

リトミック教室

住民健診（津具）

住民健診（田口）

住民健診（田口） 住民健診（田口）

住民健診（田口） 住民健診（田口）

楽楽クッキング
（つぐ）
住民健診（名倉）

住民健診（津具） 住民健診（津具）

プレママ＆ママの
おしゃべりルーム

すくすく広場

役場の再生エネルギー発電量役場の再生エネルギー発電量役場の再生エネルギー発電量

町民カレンダー町民カレンダー町民カレンダー

リユース 広場の

　３月分 2,219(kWh)

令和２年の累計 5,272(kWh)

↑
およそ７世帯１か月分の電力量です！
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譲りたいもの

　　〜　募 集 中　〜

譲ってほしいもの

　　〜　募 集 中　〜
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つ　ぐつ　ぐ

診療所診療所

つ　ぐ

診療所

 診 療 時 間 月 火 水 木 金

 午前 ９時～正午 □ ◯ ◯ ◯ ◯

 午後 14時～17時 □ ◯  ◯ ◯

15 広報したら／令和２年５月号 No.174

口 座 振 替

人口 4,672人 (−28)

　男 2,260人 (−13)

　女 2,412人 (−15)

世帯 2,110戸 (−6)

転入 24人

転出 44人

出生 1人

死亡 14人

設楽町の人口
（４月１日現在）（前月比） ３月届出分 令和元年度の累計

111人

138人

11人

115人 交通事故　３月分

ゴ　　ミ　３月分

犯罪発生状況　３月分

発生件数

死　　者

負 傷 者

処 理 量

　　◎刑法犯総数

　　　　窃盗犯

　　　（振り込め詐欺）

　　◎刑法犯総数

　　　　窃盗犯

　　　（振り込め詐欺）

令和２年の累計

０件（　　　　０件）

０件（　　　　０件）

０件（　　　　０件）

１件（　　　　１件）

０件（　　　　０件）

０件（　　　　０件）

０件（　　　　１件）

０人（　　　　０人）

０人（　　　　１人）

１２４ｔ（ ３３７ｔ）

設
楽
町

郡　

内

今月の表紙今月の表紙今月の表紙

〈診療科目〉
　内科・小児科・脳神経外科

※整形外科に関する診療を希望さ

　れる方はご連絡ください。

　（次回の整形外科診療は５月11日

　　㈪です。）

〈問い合わせ先〉☎（８３）３００１

月曜日

水曜日

木曜日

田口地区（栄町・本町・萩平・太田口）、

やすらぎの里、神田、平山、清崎、

田内（旧国道沿い）、竹桑田、津具地区

奴田、和市、荒尾、小塩、清崎、田内、田峯、

栗島、折立、笠井島、小松、長江

田口地区（栄町・本町・萩平・太田口）

名倉地区（清水、川口、貝津田、湯谷、大平、

東部、南）、津具地区

特
別
収
集

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

白
色
ト
レ
ー

使
用
済
み
乾
電
池

毎 月 第 １ 火 曜 日 名倉・津具地区を除く全域

毎 月 第 ４ 火 曜 日 名倉

 ※沖ノ平・駒ヶ原は第２木曜日、裏谷はゴミ収集日

毎 月 第 ３ 火 曜 日 津具地区

毎月第１・３木曜日 宇連・松戸

毎月第２・４木曜日 沖ノ平・駒ヶ原

毎 月 第 ４ 水 曜 日 西川・桑平

　　　※裏谷は連絡があったら収集します。

ゴミの収集日

　役場の片隅にあるシダレザクラが満開に

咲きました。

　この桜は旧田口小学校の校門付近に咲い

ていたもので、町民の方々の熱い要望から、

現在の新庁舎を建築する時に植え替えたも

のです。移植時は弱っていたのですが、新

庁舎が完成した７年目の今年、満開を迎え

ました。

■固定資産税

■国民健康保険料

■水道料

■農業集落排水施設

　　　　　　使用料

■保育料

■町営住宅使用料

■後期高齢者

　　　　医療保険料

４月30日㈭
振替日

■軽自動車税

■国民健康保険料

■水道料

■農業集落排水施設

　　　　　　使用料

■保育料

■町営住宅使用料

■後期高齢者

　　　　医療保険料

６月１日㈪
振替日

※受付時間は診療時間
　の30分前

□10時〜正午、13時〜16時



広
報
し
た
ら
/
５
月
号

「
広
報
し
た
ら
」
は
環
境
に
優
し
い
植
物
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

【タイトル】あーっ！食べられた

【撮影日時】２月23日

【撮影場所】田口特産物振興センター駐車場

【撮 影 者】小川　正夫

　このコーナーで

は、設楽町内で撮

影した花や風景な

どの自然のほか、

季節の風物詩とな

っているお祭りな

ど、季節を感じる

写真を紹介します。

（過去の写真でも構

いません。）

　写真にタイトル、

撮影日時、撮影場

所、撮影者、コメ

ント（30字程度）を

添えて企画ダム対

策課へお送りくだ

さい。

 皆さんからの投

稿をお待ちしてい

ます！

季節を感じ
る写真

募集中!!

ら

し
た

百
景

春

TEL 0536（62）0514 FAX 0536（62）1675 http://www.town.shitara.lg.jp/
●広報したらについてご意見、ご感想をお寄せください。 企画ダム対策課 内線：141 メール：kikaku@town.shitara.lg.jp

発行日／2020年４月15日No.174 発行／設楽町役場 編集／企画ダム対策課 〒441-2301 愛知県北設楽郡設楽町田口字　前14番地

　この４月、津具の山里にカフェ＆ギャラリーをオープンします。住宅兼工

房を改装し、週に一回コーヒーを飲みながら設楽在住の作家さんの作品を観

たり、音楽を聴いたり、さまざまな体験をしたり、おしゃべりをしたり、老

若男女が集い憩う場を持ちたいと思っています。是非のぞいてみてください。

《金曜カフェ＠つぐ》　　　
　　　オープンのお知らせ

老人クラブの皆さんで

植えたパンジーがニホ

ンカモシカに食べられ

ていました

☎（８３）２０７９　河野　清問い合わせ先

　オープン日時　４月24日（金）　10時
　（オープン初日は記念ライブコンサートを予定していましたが、コロナ

　　ウイルス感染防止の為延期します）

　営業日　毎週金曜日、

　　　　　午前10時〜午後５時

　　　　　　　　　（金曜以外は要相談）

　場　所　〒441-2601

　　　　　設楽町津具字中町裏５−１

　　　　　「金曜カフェ＠つぐ」

　　　　（津具高齢者活性化センター隣・

　　　　　駐車場有）
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